
令和 5 年度「人権教育研究指定校事業」事業実施報告書 

委託先（ 新潟県 ） 

１．調査研究のテーマ、概要 

調査研究のテーマ 

人権問題を自分事として捉え、問題解決に向けて主体的

に行動できる生徒を育む人権教育の実践的研究～総合的

な探究の時間を活用した人権教育の取組を中心として～ 

○調査研究のテーマを設定した目的 

研究指定校では、総合的な探究の時間を「江南Ｋプロジェクト」の名称で、他の教科・

科目との関連を図りながら３年間を通じて計画的・組織的な探究学習に取り組んでいる。

このプロジェクトでは、「探究の見方・考え方を働かせ、教科や科目の枠を超えた横断的・

総合的な学習を行うことを通して、自己の在り方・生き方を考えながら課題を自ら発見

し、よりよく解決していくための資質・能力を育成し、自ら未来を切り開く力を培う」と

いう目標に沿って、生徒一人一人の興味・関心に基づいたレポート作成などさまざまな

活動を行っている。 

従来から実施している総合的な探究の時間での活動に、人権教育の視点からのアプロ

ーチを採り入れることにより、生徒の人権尊重の精神の涵養と、人権問題を自分事とし

て捉え、その解決に向けて主体的に行動することのできる生徒の育成を目指すこととし

た。 

○調査研究の概要 

本事業を通じて、身近にある様々な人権問題に気付かせ、差別や偏見をなくそうとす

る意欲や態度を生徒に身に付けさせるとともに、人権問題への知識や理解を深めて人権

問題を自分事として捉え、他者と協働して問題解決に向けて積極的に行動できる生徒の

育成を図る。また、教職員の人権意識を高め、人権教育の指導力の向上を図るとともに、

生徒一人一人の個性や多様性を大切にしながら、生徒や保護者とかかわり、人権が尊重

される学級・学校づくりを進める。 

 

  



２．基本情報 

研究指定校の概要 

○学校名 

新潟県立新潟江南高等学校 

○これまでの研究指定等の状況 

令和４年度に本事業１年目の指定を受けた。 

令和５年度に本事業２年目の指定を受けた。 

○学級数 

21 学級 

○児童生徒数（R.6.1.31） 

全生徒数：815 名 

○URL 

http://www.niigatakonan-h.nein.ed.jp/ 

○指定理由 

新潟江南高等学校は新潟市の中心部に位置している大規模校で、地域の広範囲から  

生徒が通学している。所在地である新潟市は、県下最大の市であり、当該校の周辺に  

は、普通科高校、専門高校、単位制・定時制高校等、さまざまな高校が数多く設置され

ている。 

これまでに同市中心部の学校を人権教育研究指定校とした実績がないことから、今  

回の指定により、市内及び市周辺地域の各高等学校への研究成果の効果的な普及が進  

むとともに、都市部の大規模校における実践モデルを新たに提示することを期待し、令

和４年度から継続し、当該校を指定とすることを計画した。 

 

  



○取り組んだ人権課題について 

該当するものに○印、最も主要な人権課題１つに◎印を付与  
 

①子供 ○ 

②女性 ○ 

③高齢者 ○ 

④障害者 ○ 

⑤同和問題 ◎ 

⑥アイヌの人々  

⑦外国人 ○ 

➇-１HIV 感染者等  

➇-２ハンセン病患者等  

⑨刑を終えて出所した人  

⑩犯罪被害者等  

⑪インターネットによる人権侵害 ○ 

⑫北朝鮮当局による拉致問題等  

⑬性的指向、性自認 ○ 

⑭その他（    ）  

  
 

 

  



3．調査研究の内容等 

○調査研究の内容 

○ 本調査研究では、総合的な探究の時間において各自が設定した探究テーマに内在す

る人権課題について考え、探究グループ内でその課題解決策を検討・共有することによ

り、人権問題についての新たな気付きから学びを深め、多様性の尊重や他者への思いや

りをはじめとした人権感覚を育むとともに、問題を自分事として捉え、他者と協働して

問題解決に向けて行動しようとする意志の涵養を図っていく。 

○ 総合的な探究の時間の活用を中心とした人権教育の取組を検証し、本研究テーマ・

目的を達成するための効果的な実践プログラムの開発を進める。 

○ 新潟県教育委員会は、新潟江南高等学校に対して、学校訪問による授業参観、直接

指導により、この研究が実効性のある取組として推進されるよう支援していく。 

○実施方法 

① 校内の人権教育、同和教育推進委員会を中心に、従来の人権教育、同和教育の指導計

画を見直し、生徒・教職員へのアンケート結果を踏まえながら、教職員研修、研究授業、

その他の取組を年間計画の中に効果的に位置づけるとともに、各活動のねらいを全教職

員で共有した。 

② 人権問題について教職員が一層理解を深めるため、新潟県教育委員会の指導の下、

校内研修の充実を図った。教職員研修会では、外部講師による人権教育、同和教育につい

ての研修を行ったほか、上越市において現地研修会を実施し、差別の現実を学んだ。 

③ 学年ごとに設定したテーマ（１学年「同和問題」、２学年「結婚差別」、３学年「就職

差別」）による人権教育、同和教育授業を行い、近隣の高等学校や外部機関に公開した（案

内は出したが小学校と中学校からの参加はなかった）。公開授業後には研究協議会を開催

し、新潟県教育委員会をはじめとする参加者から授業について指導・助言をいただいた。 

④ 総合的な探究の時間におけるレポート作成を通じて、探究テーマに内在する人権課

題について考え、課題解決策の検討・共有をすることにより人権尊重の意識の涵養に努

めた。 

⑤ 年度末に生徒の意識変容を確認するアンケート調査を行い、事業の成果を検証し、

次年度の取組に反映させる。 

 

  



4．検証・評価・改善・普及 

① これまでの学習歴を把握するために、１年生を対象として４月に調査を行った。 

  人権教育、同和教育授業後に各学年でアンケート調査を実施した。 

１月に今年度の人権教育、同和教育学習を振り返るため、意識変容調査を実施した。

意識変容調査の結果は下表のとおりである。 

 

意識変容調査（令和６年１月実施）                    （％） 

１ 自分の気持ちを大切にしようと思うか １年生 ２年生 ３年生 

そう思う 72.7 80.1 81.3 

どちらかというとそう思う 25.5 17.7 17.7 

どちらかというとそう思わない 1.4 1.8 1.0 

そう思わない 0.4 0.4 0.0 

２ 友達の気持ちを大切にしようと思うか １年生 ２年生 ３年生 

そう思う 86.8 90.5 92.8 

どちらかというとそう思う 12.3 8.7 6.7 

どちらかというとそう思わない 0.9 0.4 0.5 

そう思わない 0.0 0.4 0.0 

３ 他人の考えや立場を尊重しようと思うか １年生 ２年生 ３年生 

そう思う 87.3 86.6 91.9 

どちらかというとそう思う 12.3 13.0 7.7 

どちらかというとそう思わない 0.4 0.4 0.4 

そう思わない 0.0 0.0 0.0 

４ 友達が困っているとき自分から助けることはあ

るか 

１年生 ２年生 ３年生 

そう思う 41.4 40.3 56.5 

どちらかというとそう思う 53.6 53.7 39.7 

どちらかというとそう思わない 5.0 5.2 3.8 

そう思わない 0.0 0.8 0.0 

５ 人権を尊重しようと思うか １年生 ２年生 ３年生 

そう思う 88.2 93.1 92.3 

どちらかというとそう思う 11.8 6.1 7.7 

どちらかというとそう思わない 0.0 0.0 0.0 

そう思わない 0.0 0.9 0.0 



６ あなたは同和問題についてどのように考えます

か（最も近い答えを一つ選ぶ） 

１年生 ２年生 ３年生 

人権に関わる問題だから、自分も含め社会全体で解

決に取り組む 

75.9 79.7 82.3 

誰かしかるべき人が解決してくれる 2.7 4.8 1.0 

自分ではどうにもできないので、成り行きに任せる 5.5 9.5 5.7 

身近に感じたことがないため、自分とは直接関係の

ない問題だと思う 

5.0 1.7 2.9 

できるだけ避けたい 0.9 0.9 1.4 

そっとしておけば自然になくなる 0.9 1.7 0.5 

その他 0.9 0.4 0.5 

よくわからない 8.2 1.3 5.7 

７ 今年度はじめ（令和５年４月）と比較して自分自

身の人権についての意識は高まったと思うか 

１年生 ２年生 ３年生 

そう思う 35.0 52.4 59.3 

どちらかというとそう思う 56.4 42.0 35.9 

どちらかというとそう思わない 6.8 4.8 3.8 

そう思わない 1.8 0.8 1.0 

○ 「１ 自分の気持ちを大切にしようと思うか」、「２ 友達の気持ちを大切にしよう

と思うか」、「５ 人権を尊重しようと思うか」について、「そう思う」と回答した割合が、

学年を経るにつれて高くなっている。 

○ 「２ 友達の気持ちを大切にしようと思うか」、「５ 人権を尊重しようと思うか」に

ついて、２学年と３学年の９割超の生徒が「そう思う」と回答している。 

○ 「６ あなたは同和問題についてどのように考えますか」について、「人権に関わる

問題だから、自分も含め社会全体で解決に取り組む」と回答した割合が学年を経るにつ

れて高くなっている。また、２学年、３学年とも昨年度の調査時（それぞれ１学年時、２

学年時）よりも「人権に関わる問題だから、自分も含め社会全体で解決に取り組む」と回

答した割合が高くなっている。３年間を見通して計画的に人権教育、同和教育学習に取

り組んだ成果と考えることができる一方で、各学年とも自分事として捉えていない回答

が依然として一定数あるため、指導方法の一層の工夫・改善を行う必要がある。 

○ 「７ 今年度はじめと比較して自分自身の人権についての意識は高まったと思うか」

について、「そう思う」と「どちらかというとそう思う」を合わせた割合は各学年とも９

割超であった。また、１学年のみ「そう思う」よりも「どちらかというとそう思う」と回

答した割合が高くなっている。 

② 公開授業後の研究協議会で新潟県教育委員会をはじめとする参加者からいただいた



指導・助言をいかし、次年度に向けて指導計画の改善に取り組む。 

③ 総合的な探究の時間のレポート作成を通じて、探究テーマに内在する人権課題につ

いて考え、課題解決策の検討・共有をすることにより人権尊重の意識が高まるとともに、

問題解決に向けてどのように行動すべきかを考える力が育成された。 

④ 人権教育関係の書籍を充実させ、学校図書館内に人権教育関係書籍のコーナーを常

設し、生徒や教職員への書籍の貸し出しを行った。 

⑤ 学校評議員会や地域の声を聞く会で本事業及びその成果等について説明をした。 

⑥ 本年度の取組をまとめた「実践研究報告書」を県内高等学校等へ配付し、取組の成果

を報告することで、人権教育、同和教育の普及を図った。 

  



５．人権教育に係る年間指導計画 

 
  



６．推進体制（都道府県・指定都市教育委員会を含む 

 

 


